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It is the purpose of this paper to clear the architectural characteristics of the KOGANE. The followings were clarified .It seems that 
KOGANE was built for Japanese-style architecture in the red-light district in the early Meiji-era. It was a peak of skill of Japanese wooden 
architecture. So the transoms of moon & bats , gooses fretwork were very fine skill and specific architectural characteristics. And the law 
balustrade surrounded Japanese veranda was too. The only KOGANE has existed in formerly those days architecture.  
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18 年 5月～平成 19 年 1月に行った。聞き取り調査は 4名の
方注 2を中心に行った。また第 9 回の聞取り調査は当該地域
















図 1 八代町絵図（天保 6年）熊本県立図書館蔵 
Fig. 1. Yatsushiro Town Map in Edo-era(1835) 
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表 1 紺屋町略年表 
















































正 5～10 年頃には貸座敷（席）注 3が 19 軒、料亭が 11 軒，











































































6)． 大繁盛し芸娼妓は 200 名を下らず県下第一等と






紺屋町の最盛期．遊郭が 19軒、料亭が 11 軒存在した．
２軒の検番があり、180 人の芸妓、150 人の娼妓、95
人の仲居、24 人の板前がいた．（文献 8より） 
1925 
(大正14年)頃 















図 2 大正 10 年頃の紺屋町(カラー部分) 
Fig. 2. Map of KOUYA-Machi(1921) 
図 3 遊郭入口の門（左）と八代検番の塀 
Fig. 3. Gates of Vestige (left),  Brick Wall front of the Alley 
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3．遊郭建築「黄金」について 






よると 1945（昭和 20）年頃に築 90 年と聞いたという。棟
札は確認できなかったが，幕末～明治初期と考えられる。 
3.3 所有者の変遷 
昭和 20 年に B 氏夫妻が八代に帰郷し｢黄金｣に住み営業に
関る。それ以前は B 氏の母上が経営されていた。昭和 37 年
に現在の所有者 C 氏が住まいとして購入され現在に至る。










として利用されていたという。昭和 37 年に C 氏が購入。そ
の後昭和 51 年まで一階は C 氏の居住スペース，二階は賃貸
アパートとして使われている。 
4.「黄金」の実測調査結果 





る。１間の寸法は 6.5 尺である。主屋部分は間口 8.5 間×奥
行き 4.5 間である。8 畳間が基本となっている。間口 2 間の
広い玄関があり，式台がある。玄関の南側は 8 畳間の 4 室
からなる田の字型平面である。奥の 8 畳間に床飾りがある。 
(2)二階平面 
 二階平面図を図 4 に示す。二階は中廊下の両側に 6 畳ま








































1957(昭和 32 年) 黄金の席貸し業が廃業する． 
1962(昭和 37 年) 
黄金を C氏が購入． ◆1階を C氏の住まい、2
階をアパートにした．◆１階の台所を改築した．
1965(昭和 40 年) 旧八代券番の土地の半分を C氏が購入． 
1970(昭和 45 年) ◆2 階のアルミ雨戸、アルミサッシを入れる． 








1996(平成 8年) ◆二度目の台所改築を行う． 
◆増改築の事項を示す 
表 2 「黄金」略年表 
Table 2. Simplified Chronology of KOGANE 
図 9 小屋組 
Fig. 9. Roof Truss 
図 5 透かし彫りのある欄干 
Fig.5  The Law Fretwork Balustrade  
図 10 「月と蝙蝠」と「雁」の透かし彫りの欄間 
Fig10. The Fretwork Transom of Moon & Bats(left), Gooses Fretwork  
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図 3 一階平面図（実測図） 
Fig3.  The First Floor Plan(Surveyed Drawing) 
図 4 二階平面図（実測図） 
Fig4.  The Second Floor Plan(Surveyed Drawing) 
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図 8 断面図（実測図） 
Fig8.  The Section(Surveyed Drawing) 
図 7 西側立面図（実測図） 
Fig7.  The West Elevation(Surveyed Drawing) 
図 6 東側立面図（実測図） 
Fig6.  The East Elevation (Surveyed Drawing) 
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遊郭建築「黄金」（磯田 節子） 

























































































































図 11 一階の増改築 
Fig11.  Points of Reconstruction(The First Floor) 
図 12 二階の増改築 
Fig12.  Points of Reconstruction(The Second Floor) 
表 3 増改築の変遷 
Table3. Change of Reconstruction of KOGANE 
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図 13 一階平面図（復元図） 
Fig13.  The First Floor Plan (Restoration Drawing) 
図 14 二階平面図（復元図） 
Fig14.  The Second Floor Plan (Restoration Drawing) 
図 15 東側立面図（復元図） 
Fig15.  The East Elevation (Restoration Drawing) 
－59－
遊郭建築「黄金」（磯田 節子） 




B 氏が住み始めた昭和 20 年頃に｢黄金｣の改装が行われて
いる（図 11，12 の◇印の項目）。その後 C 氏が購入後にト

















表４と図 12 を元に復元した二階平面を図 14 に示す。実
測調査時に柱や壁の痕跡を確認した。これらの痕跡をもと
に二階平面の復元図を作成した。東側の各部屋に押入れは
なく 4 畳半が 3 つ連なっていた。突き当りの部屋は柱，壁
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Fig16. MARUFUKU-RO 
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